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今
秋
、小
田
原
駅
東
口
に
、

市
民
や
市
民
活
動
団
体
、

事
業
者
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
人
が

交
流・連
携
す
る
施
設
と
し
て

「
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
施
設
で
は
、人
材
や
地
域
資
源
、

資
金
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
、

多
様
な
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
活
動
の
活
性
化
と

「
市
民
の
力
で
未
来
を
拓ひ

ら

く
希
望
の
ま
ち
」の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

お
だ
わ
ら

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

交
流
と
活
動
の
新
し
い
拠
点

小田原駅

高
校

東口臨時駐車場

小田原城
交番

お城通り

おだわら市民交流センター
（建設中の立体駐車場1階）

市民活動プラザのようす　※完成イメージ
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多目的コーナー

授乳室

小田原駅東口
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受付・相談カウンターのようす　※完成イメージ

番号 利用人数 備考
① 約30人

1室として利用可能② 約40人
③ 約30人
④ 約40人
⑤ 約20人

1室として利用可能
⑥ 約20人
⑦ 約30人
⑧ 約10人
⑨ 約10人

※利用人数や料金などは、今後、広報紙や市ホームページ
　などでお知らせします。

【各会議室の利用人数】

広報　小田原　2015.5.13

　
現
在
、小
田
原
駅
周
辺
に
点
在
し
て
い
る
、

「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」や「
女
性

プ
ラ
ザ
」、「
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
」。
利
便
性

と
施
設
活
用
の
効
率
を
高
め
る
た
め
、
こ
れ

ら
を
集
約
し
た「
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
」を
開

設
し
、
併
せ
て
、
市
民
会
館
の
中
小
会
議
室

に
代
わ
る
9
つ
の
会
議
室
の
他
、
印
刷
室
や

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
授
乳
室
な
ど
を
設
置
し

ま
す
。

　

会
議
室
は
有
料
、
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
は
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

午
前
9
時
〜
午
後
10
時

毎
週
月
曜
日

（
祝
・
休
日
は
除
く
）、

祝
・
休
日
の
翌
日

（
土
・
日
曜
日
、祝
・
休
日
は
除
く
）、

年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

開
館
時
間

施
設
概
要

  フロア図（予定）

休 

館 

日

おだわら市民交流センター

現状施設

市民活動プラザ、会議室など

社会貢献活動・地域課題の解決

交流・連携
行  政

個  人

大  学

事業者

市民活動団体

自治会など

国際交流
ラウンジ 市民会館

中小会議室

女性プラザ市民活動
サポート
センター

集　約
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小
田
原
ら
し
く
親
し
み
や
す
い

　
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
、
多
く
の
人
が
集
う
施
設
に
な
る
よ
う
に
、
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

　
公
共
施
設
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
2
階
ロ

ビ
ー
に
設
置
し
た
応
募
箱
に
投
函
。
郵
送
ま
た
は
、

フ
ァ
ク
ス（ 

F
A
X

34 - 

3
8
2
2
）で
も
受
け
付

け
ま
す
。

　
　
　
　
　

6
月
12
日（
金
）必
着

　
　
　
　
　
地
域
政
策
課 

市
民
活
動
推
進
係

　
　
　
　
　
〒
2
5
0-

8
5
5
5
　
荻
窪
3
0
0

　
相
模
原
市
立
市
民
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー「
ユ

ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら
」
所
長
の
伊
藤
晃

さ
ん
が
、
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
先
進
事

例
で
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
運
営
に
つ
い

て
講
演
。ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、「
新
し
い
施

設
の
使
い
方
」を
テ
ー
マ
に
、「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
で
起
き
て
ほ
し
い
こ
と
、
起
き
て
ほ
し
く
な
い

こ
と
」に
つ
い
て
話
し
合
い
、「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
使
う
た
め
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
」
を
導

き
出
し
ま
し
た
。

大
学
生

井い

戸ど

麻ま

侑ゆ

加か

さ
ん　

　

私
は
、
大
学
で
市

民
活
動
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
を
勉
強
し

て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
で
は
、
自
分

自
身
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
で
き
ま
し
た
。ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

　

平
成
25
年
12
月
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
市
の
調
査
・
審
議
機
関「
市
民
活

動
推
進
委
員
会
」か
ら
、市
民
活
動
団
体
や
自

治
会
、
事
業
者
な
ど
の
交
流
や
連
携
、
市
民

活
動
支
援
の
必
要
性
な
ど
の
提
言
を
受
け
ま

し
た
。そ
の
後
、提
言
内
容
を
踏
ま
え
た
市
民

と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
機
能
の
整
理
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

拠点機能 ・日常的な打ち合わせや活動内容の発表などの活動と交流の場を提供
・多様な市民活動や事業者による社会貢献活動などの企画展示

相談・支援機能 ・ボランティアを始めたい人への相談対応や団体運営についてのアドバイスなど、
   市民活動に関する幅広い相談の受け付け

協働支援機能 ・市民活動団体と、行政や事業者などの連携を支援
・市民や市民活動団体などに直接働きかけ、新たな協働を創出

学習・体験機能 ・事業計画立案や集客力向上の手法など、活動を発展させるための講座の実施
・誰でも参加できるボランティア体験機会の提供

交流・コーディネート機能 ・同じ分野で活動する団体間や分野、業種を超えた交流機会の提供
・さまざまな活動と情報、人、場所といった地域資源を結びつけるための調整

情報の集約・発信機能 ・さまざまな活動情報の集約と発信
・新たな交流や参加につながる情報誌の発行やインターネットツールの活用

６つの機能

「
誰
で
も
気
軽
に
」

つ
な
が
り
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
の
場

●�

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
域
に
関
わ
る
人
が
集

ま
る
魅
力
を
持
つ
。

●�

こ
れ
ま
で
、
社
会
貢
献
活
動
に
参
加
し
た

こ
と
の
な
か
っ
た
人
を
引
き
付
け
る
。

「
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
」

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
つ
な
が
る
行
動
の
場

●�

空
間
を
共
有
し
、
課
題
を
共
有
し
な
が
ら

連
携
を
促
進
す
る
。

●�

利
用
者
間
の
交
流
を
通
じ
、
分
野
を
超
え

た
新
し
い
協
力
を
創
出
す
る
。

「
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
」

行
動
を
社
会
貢
献
に
つ
な
げ
る
実
現
の
場

●�

地
域
の
要
望
と
市
民
活
動
を
つ
な
ぎ
、
公

益
性
の
高
い
活
動
へ
の
成
長
を
促
す
。

●�

持
続
可
能
な
自
立
し
た
活
動
へ
の
成
長
を

促
す
た
め
、
活
動
団
体
の
組
織
形
態
の
見

直
し
を
支
援
す
る
。

　
基
本
コ
ン
セ
プ
ト「
つ
な
が
る
」

S
T
E
P
①
　
平
成
26
年
7
月
　

セ
ン
タ
ー
の
使
い
方
に
つ
い
て
考
え
る

  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
声

「おだわら市民交流センター」内のイメージ（市民活動プラザ周辺）
※完成イメージであり、実際と異なる場合があります。

利
用
者
の
声
を
反
映

　
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
や
施
設
の
役
割
な
ど
を

決
め
る
た
め
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
2
年
間
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
に
は
、
集
約
さ
れ
る
施
設
の
関

係
者
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
、
市
民
が
参

加
し
た
「
1
0
0
人
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
計

６
回
開
催
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
作
成
に
意
見

を
反
映
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
は
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
で

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
施
設
を
運
営
す
る
う
え
で
重
要
な

「
施
設
の
使
用
方
法
」
や
「
6
つ
の
機
能
」
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
お
だ
わ
ら
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
が
よ
り
身
近
な
施
設
に
な
る
と

実
感
し
ま
し
た
。

　

お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

よ
り
公
益
性
の
高
い
活
動
の
創
出
を
支
援

す
る
た
め
、
次
の
6
つ
の
機
能
を
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　
6
つ
の
機
能



交流会 学習・体験イベント 展示・相談会 打ち合わせ

広報　小田原　2015.5.15

小
田
原
ら
し
く
親
し
み
や
す
い

　
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
、
多
く
の
人
が
集
う
施
設
に
な
る
よ
う
に
、
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

　
公
共
施
設
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
2
階
ロ

ビ
ー
に
設
置
し
た
応
募
箱
に
投
函
。
郵
送
ま
た
は
、

フ
ァ
ク
ス（ 

F
A
X

34 - 

3
8
2
2
）で
も
受
け
付

け
ま
す
。

　
　
　
　
　

6
月
12
日（
金
）必
着

　
　
　
　
　
地
域
政
策
課 

市
民
活
動
推
進
係

　
　
　
　
　
〒
2
5
0-

8
5
5
5
　
荻
窪
3
0
0

●�

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
る
環
境
を
作
る

●�

予
約
が
必
要
な
場
所
と
予
約
な
し
で
も
使
え

る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

●�

他
の
利
用
者
と
交
流
で
き
る
仕
組
み
を
作
る

●�

魅
力
が
あ
り
、
誰
で
も
入
り
や
す
い
雰
囲
気

に
す
る　
な
ど　

　

平
成
25
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
検
討
し

た「
市
民
活
動
に
お
け
る
課
題
と
解
決
策
」の

結
果
と
、
集
約
さ
れ
る
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る

事
業
内
容
を
も
と
に
、「
お
だ
わ
ら
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
ほ
し
い
事
業
」に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

●�

誰
で
も
参
加
し
や
す
い
交
流
会
の
開
催

●�

活
動
し
て
い
る
人
向
け
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

の
開
催　
な
ど

　

参
加
し
て
楽
し
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
他
施

設
の
オ
ー
プ
ン
時
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
、「
何
を
や
り
た
い
か
」「
何
が

あ
る
と
よ
い
か
」「
誰
に
来
て
ほ
し
い
か
」な
ど

を
考
え
、
事
業
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
事

業
案
を
も
と
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
事
業
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

を
行
っ
て
い
る
人
と
話
す
こ
と
は
、
実
際
の
現

場
を
学
ぶ
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
も
、
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
し
、
市
民
活
動
が
も
っ

と
明
る
く
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。オ
ー
プ
ン
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

小
田
原
ガ
イ
ド
協
会

楓も
み
じ

川が
わ

剛た
け

徳の
り

さ
ん

　
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の

人
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
若
い
世
代
も

多
く
参
加
し
て
い
た

こ
と
に
は
驚
き
ま
し

た
。
参
加
者
同
士
で

活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
、
有
意
義
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
多
く
の

人
が
注
目
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
小
田

原
ガ
イ
ド
協
会
で
は
、
打
ち
合
わ
せ
や
事
業
Ｐ

Ｒ
な
ど
で
積
極
的
に
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
立
地
も
よ
く
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用

す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
使
い
や
す
い
施
設
に

な
る
と
よ
い
で
す
ね
。

　
開
設
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。ま
た
、予
約
方
法
な
ど
の
利

用
に
関
す
る
案
内
は
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
締
切

応 
募 
先

愛
称
募
集

S
T
E
P
③
　
平
成
27
年
2
月
　

オ
ー
プ
ン
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る
か

S
T
E
P
②
　
平
成
26
年
10
月
　

セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る

「おだわら市民交流センター」内のイメージ（市民活動プラザ周辺）
※完成イメージであり、実際と異なる場合があります。

「つながる」活動のイメージ

今
後
の
予
定
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  財政課　☎33-1312平成27年度 当初予算の概要

総　額
1,531億463万8,000円

（前年度比50億2,963万3,000円増）

福祉や教育、まちづく
りなど、市の基本的な
行政事務を行うための
会計で、市税収入など
を主な財源としていま
す。	

特定の事業から得られ
る収入でその事業を行
うため、一般会計とは
別に経理する会計です。
天守閣事業、下水道事
業、介護保険事業など、
全部で12の会計があり
ます。

地方公共団体が経営す
る企業として、独立採
算制を基本に、その事
業に伴う収入で運営さ
れる会計です。水道事
業と病院事業の２つの
会計があります。

一般会計

特別会計

企業会計

歳　　入
平成２７年度当初予算が、
市議会３月定例会で
議決されました。
予算の概要と、
市が取り組む主な事業を
紹介します。

事
業
の
優
先
順
位
づ
け
に
よ
る

限
ら
れ
た
財
源
の
集
中

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
も
配
分

　
将
来
都
市
像「
市
民
の
力
で
未
来
を
拓ひ

ら

く
希
望
の

ま
ち
」の
実
現
に
向
け
、事
業
の
見
直
し
や
費
用
の
圧

縮
な
ど
に
よ
り
、必
要
な
事
業
費
の
確
保
に
努
め
、予

算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、市
債
な
ど
の
債
務
の
縮
減
や
、将
来
に
備
え

た
財
政
調
整
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
、健
全
財
政
の

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

◎ 債務額・財政調整基金

市税は、法人市民税の税率の引き下げや固定資産税の評価替えなど
により、2 億 5,000 万円の減額。消費税率引き上げの平年度化に
より、地方消費税交付金が 10 億円増額となりました。

平成 27 年度末時点での実質的な債務総額は約 1,162 億円となり、平成
15 年度末時点と比べ、約 25% 減少しています。一方で、財政調整基金は、
平成 17 年度から増加し続け、約 46 億円となりました。

民生費
255億5,900万円

（40.51％）

総務費
85億2,800万円

（13.51％）

衛生費
66億4,600万円

（10.53％）

公債費
52億8,800万円

（8.38％）

教育費
49億7,300万円

（7.88％）

消防費
23億5,800万円（3.74％）

商工費
8億7,900万円（1.39％）

農林水産業費
7億5,500万円（1.20％）
その他（議会費・労働費・予備費）
6億8,500万円（1.09％）

土木費
74億2,900万円

（11.77％）

目的別

631億円

補助事業
29億2,400万円（4.63％）

単独事業
36億6,700万円（5.81％）

計 145 億 6,500 万円
（23.09%）

物件費
99億1,600万円（15.72％）

補助費等
36億6,300万円（5.81％）

その他の経費
9億8,600万円（1.56％）

計 65億 9,100 万円
（10.44%）

その他の経費

投資的経費

106 億 8,300 万円
（16.93%）

繰出金 性質別

631億円

地方消費税交付金
33億円（5.23％）
地方交付税
8億5,000万円

（1.35％）
国庫支出金
106億400万円

（16.81％）
県支出金
38億8,700万円

（6.16％）
市債
55億7,300万円

（8.83％）
その他の依存財源
9億9,300万円

（1.57％）

市税
320億800万円

（50.72％）

諸収入
16億4,400万円

（2.61％）

使用料及び手数料
17億2,600万円

（2.74％）

繰越金
6億円（0.95％）

その他の自主財源
19億1,500万円（3.03％）

計252 億 700万円
（39.95%）

依存財源
計378 億 9,300 万円
（60.05%）

631億円

自主財源

人件費
96億1,100万円

（15.23％）
扶助費
163億6,200万円

（25.93％）
公債費
52億8,800万円

（8.38％）

計312 億 6,100 万円
（49.54%）

義務的経費

     
 計 ３７８億９，３００万円（ 60.
  

その他の自主財源  
  １９億 １，５００万円（  3. 03

繰越金 
 ６億円       （  0.95％）
使用料及び手数料  

 １７億２， ６００万円（  2.74％）

      
 １６億 ４，４００ 万円（  2.61％）
 市税       
 ３２０億   ８００万円（ 50. 72

総 額 総 額
総 額

債務額・財政調整基金

0

400

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
（年度）

（億円） （億円）
市全体の債務額 財政調整基金

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

0

10

15
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25

30

35

40

45

50

1,390 1,368 1,352 1,314 1,271
1,226 1,200 1,154 1,1181,118

1,099 1,087 1,095

18.7
16.7

11.7 11.8

15.1 15.4

19.3
21.3

26.3

30.330.3

1,549 1,522 1,492 1,467 1,492

1,380 1,346
1,291 1,253 1,2201,220

1,190 1,17930.3

37.2

46.2

159 154 140 153 221
154 146

137 135 121 103 84
1,097

1,162
65

市債残高 土地・建物取得にかかる債務残高 財政調整基金残高

一般・特別・企業会計

0

300

600

900

1,200

1,500

一般会計
631億円

（前年度比 7億円減）

特別会計（12会計）
717億 8,000 万円

企業会計（2会計）
182億2,463万8,000円

（前年度比59億3,900 万円増）

（前年度比2億936万7,000円減）
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歳　　出

◎ 特別会計・企業会計の内訳

義務的経費は、市債発行の縮減などにより公債費が減額している
一方、給与や手当の見直しによる人件費の増額、子ども・子育て
支援新制度の施行などによる扶助費の増額により、6,000 万円の
増額。投資的経費は、小田原地下街の改修が完了したため、8億
3,000 万円の減額。繰出金は、介護保険給付費の増額や小田原地
下街事業特別会計の設置などにより、3億 8,000 万円の増額。

総務費は、市役所本庁舎耐震改修や芸術文化創造セ
ンター整備などにより、17 億 2,000 万円の増額。
土木費は、お城通り地区再開発事業が進む一方、小
田原地下街の改修が完了したため、22億 2,000 万
円の減額。

民生費
255億5,900万円

（40.51％）

総務費
85億2,800万円

（13.51％）

衛生費
66億4,600万円

（10.53％）

公債費
52億8,800万円

（8.38％）

教育費
49億7,300万円

（7.88％）

消防費
23億5,800万円（3.74％）

商工費
8億7,900万円（1.39％）

農林水産業費
7億5,500万円（1.20％）
その他（議会費・労働費・予備費）
6億8,500万円（1.09％）

土木費
74億2,900万円

（11.77％）

目的別

631億円

補助事業
29億2,400万円（4.63％）

単独事業
36億6,700万円（5.81％）

計 145 億 6,500 万円
（23.09%）

物件費
99億1,600万円（15.72％）

補助費等
36億6,300万円（5.81％）

その他の経費
9億8,600万円（1.56％）

計 65億 9,100 万円
（10.44%）

その他の経費

投資的経費

106 億 8,300 万円
（16.93%）

繰出金 性質別

631億円

地方消費税交付金
33億円（5.23％）
地方交付税
8億5,000万円

（1.35％）
国庫支出金
106億400万円

（16.81％）
県支出金
38億8,700万円

（6.16％）
市債
55億7,300万円

（8.83％）
その他の依存財源
9億9,300万円

（1.57％）

市税
320億800万円

（50.72％）

諸収入
16億4,400万円

（2.61％）

使用料及び手数料
17億2,600万円

（2.74％）

繰越金
6億円（0.95％）

その他の自主財源
19億1,500万円（3.03％）

計252 億 700万円
（39.95%）

依存財源
計378 億 9,300 万円
（60.05%）

631億円

自主財源

人件費
96億1,100万円

（15.23％）
扶助費
163億6,200万円

（25.93％）
公債費
52億8,800万円

（8.38％）

計312 億 6,100 万円
（49.54%）

義務的経費

     
 計 ３７８億９，３００万円（ 60.
  

その他の自主財源  
  １９億 １，５００万円（  3. 03

繰越金 
 ６億円       （  0.95％）
使用料及び手数料  

 １７億２， ６００万円（  2.74％）

      
 １６億 ４，４００ 万円（  2.61％）
 市税       
 ３２０億   ８００万円（ 50. 72

総 額 総 額
総 額

民生費
255億5,900万円

（40.51％）

総務費
85億2,800万円

（13.51％）

衛生費
66億4,600万円

（10.53％）

公債費
52億8,800万円

（8.38％）

教育費
49億7,300万円

（7.88％）

消防費
23億5,800万円（3.74％）

商工費
8億7,900万円（1.39％）

農林水産業費
7億5,500万円（1.20％）
その他（議会費・労働費・予備費）
6億8,500万円（1.09％）

土木費
74億2,900万円

（11.77％）

目的別

631億円

補助事業
29億2,400万円（4.63％）

単独事業
36億6,700万円（5.81％）

計 145 億 6,500 万円
（23.09%）

物件費
99億1,600万円（15.72％）

補助費等
36億6,300万円（5.81％）

その他の経費
9億8,600万円（1.56％）

計 65億 9,100 万円
（10.44%）

その他の経費

投資的経費

106 億 8,300 万円
（16.93%）

繰出金 性質別

631億円

地方消費税交付金
33億円（5.23％）
地方交付税
8億5,000万円

（1.35％）
国庫支出金
106億400万円

（16.81％）
県支出金
38億8,700万円

（6.16％）
市債
55億7,300万円

（8.83％）
その他の依存財源
9億9,300万円

（1.57％）

市税
320億800万円

（50.72％）

諸収入
16億4,400万円

（2.61％）

使用料及び手数料
17億2,600万円

（2.74％）

繰越金
6億円（0.95％）

その他の自主財源
19億1,500万円（3.03％）

計252 億 700万円
（39.95%）

依存財源
計378 億 9,300 万円
（60.05%）

631億円

自主財源

人件費
96億1,100万円

（15.23％）
扶助費
163億6,200万円

（25.93％）
公債費
52億8,800万円

（8.38％）

計312 億 6,100 万円
（49.54%）

義務的経費

     
 計 ３７８億９，３００万円（ 60.
  

その他の自主財源  
  １９億 １，５００万円（  3. 03

繰越金 
 ６億円       （  0.95％）
使用料及び手数料  

 １７億２， ６００万円（  2.74％）

      
 １６億 ４，４００ 万円（  2.61％）
 市税       
 ３２０億   ８００万円（ 50. 72

総 額 総 額
総 額

◎ 一般会計の内訳

133億3,000万円

  7億3,100万円

 89億4,500万円

253億6,800万円

     3,400万円

  1億3,300万円

144億9,000万円

  2億4,000万円

 39億6,900万円

3,300万円

 41億6,000万円

3億4,700万円

717億8,000万円

51億8,014万5,000円

130億4,449万3,000円

182億2,463万8,000円

5.79%

293.01%

8.08%

11.47%

△2.86%

7.26%

13.11%

0.00%

1.85%

△86.36%

△10.98%

皆増

9.02%

△2.30%

△0.67%

△1.14%

対前年度
伸率当初予算額会　計　名

特

　別

　会

　計

企
業
会
計

公営競技の競輪事業を実施しています。競輪事業

天守閣事業

下水道事業

国民健康保険事業
国民健康保険
診療施設事業
公設地方卸売市場事業

介護保険事業

宿泊等施設事業

後期高齢者医療事業

公共用地先行取得事業

広域消防事業

地下街事業

特別会計　計

水道事業

病院事業

企業会計　計

小田原城天守閣の維持管理や特別展を実施し、観光客の誘致に努めています。

中心市街地の活性化と地域振興の拠点として、小田原地下街「ハルネ小田
原」を運営しています。

下水道施設の維持管理や新規整備により、生活環境の維持向上に努めています。

国民健康保険料と公費を財源に、国民健康保険制度を運営しています。

片浦診療所を運営しています。

青果卸売市場と水産卸売市場を運営しています。

介護保険料と公費を財源に、介護保険制度を運営しています。

ヒルトン小田原リゾート＆スパの施設を所有し、貸し付けを行っています。

原則75歳以上の高齢者に、医療給付を行っています。

お城通り地区、文化・生涯学習施設の整備に先立ち、事業用地の先行取得
を進めています。

２市５町の消防広域化により、救急救命体制の充実・強化に努めています。

水道施設の計画的な維持更新を進め、安全・安心な水道水を安定供給しています。

県西地区の基幹病院である小田原市立病院を運営しています。
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平成27年度　主な事業の当初予算
　平成23年度からスタートした「第5次総合計画」で
は、将来都市像「市民の力で未来を拓

ひら

く希望のまち」
を実現するため、4つの目標を定めています。

　その目標別に、平成27年度の主な事業の当初予
算をお知らせします。　　 　 　
※1万円未満を切り捨てて表記しています。

【暮らしと防災・防犯】
・平和施策推進事業（戦後70年事業）　　  198万円
・災害時医療救援体制整備事業　            517万円
・災害被害軽減化事業（建築物耐震化促進事業補助

金や大規模盛土造成地分布調査等）　   2,490万円
・河川改修事業（下菊川改修）　　          9,040万円
・住民防災訓練事業　                              474万円

【子育て・教育】
・民間保育所運営費補助事業（低年齢児受入対策緊急支援等新

たな支援）　　                                             1億2,362万円
・地域一体教育推進事業（学校運営協議会制度事業費等）

543万円
・いじめ防止対策推進事業　                                         12万円
・放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ対象学年拡大分）
 　                                                                 　,                                     3 488万円

【福祉・医療】
・生活困窮世帯への自立相談支援、住居確保給付

金支給及び中学生の学習支援事業　    2,163万円
・介護予防事業（複合型介護予防教室運営・高齢

者筋力向上トレーニング事業費）　　　　3,070万円
・地域包括支援センター事業　　    1億7,339万円

地域包括ケアの拠点として、地域包括支援センターを5か
所から7か所に増設。高齢者などの身近な相談所としての
機能を強化します。防災意識の向上を図るため、総合防災訓練の他、全市域一

斉で広域避難所開設訓練を行います。

市内の全放課後児童クラブで、対象学年を小学6
年生まで拡大します。

1 いのちを大切にする小田原

・不育症治療費助成事業� 120万円
・地域農業活性化事業（定年帰農者農業支援事業
　奨励金等）�� 261万円
・地域産木材利用拡大事業（小田原産木材住宅リ
　フォーム等補助金等）� 904万円

・地域経済循環型住宅リフォーム支援事業
� 300万円
・国民健康保険人間ドック助成金� 1,000万円

　国の「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」を活用し、地方の活性化などを進めるため、福祉・
文化・経済の分野で、予算を前倒ししました。

平成26年度3月補正に、予算を前倒しした事業

平成27年度 当初予算の概要
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【自然環境】
・犬・猫飼い方マナー啓発事業（野良猫の去勢・不妊

手術費助成金）　                                   20万円
・再生可能エネルギー導入促進事業（片浦小学校太陽

光発電設備等設置事業費）　　                        4,735万円

【都市基盤】
・歩行者・自転車空間整備事業（自転車通行帯の整

備等）　                                                               3,900万円
・都市廊の歩行空間づくり事業（小田原駅東口駅前広

場の歩道整備など）   2,700万円
・汚水管渠

きょ

整備事業                          14億1,465万円
・上水道管路等整備事業　               10億593万円
・お城通り地区再開発事業　             8億8,409万円

【市民自治・地域経営】
・基幹業務システム管理運用事業（社会保障・税番号制度にお

ける個人番号（マイナンバー）の配布と利用開始に向けた市の
システム改修）　                                        1億3,214万円

・おだわら市民交流センター管理運営事業　           4,341万円

【歴史・文化】
・本丸・二の丸整備事業（御

ご

用
よう

米
まい

曲
くる

輪
わ

整備・住吉橋修
復実施設計等）　                               6,757万円

・生涯学習センター本館耐震補強事業（平成27・28
年度継続事業）　                                500万円

・酒匂川サイクリングロード整備事業　       433万円
・芸術文化創造センター整備事業　     9億9,078万円

【地域経済】
・地域産木材利用拡大事業　               　2,155万円
・小田原漁港交流促進施設等整備事業　  5,515万円
・天守閣耐震改修事業　                　6億4,169万円

お城通り地区再開発事業の駐車場施設ゾーン内に、新たに「おだわら市民交流セン
ター」を開設。多様な市民活動を支援し、交流や連携を促進します。

今秋、お城通り地区再開発事業の駐車場施設ゾーン供用開始を予
定しています。また、広域交流施設ゾーンの整備に向け、実施方
針の策定を進めます。

芸術文化創造センターの建築工事に着手。既存の樹木を生かすな
ど、小田原城に面した町並みとの調和を図っています。

天守閣の耐震改修を行う他、空調設備整備や展示のリニューアルを
行います。

太陽光発電設備に蓄電池を併設し、災害時の電力を確保するなど、
再生可能エネルギーによるエネルギーの地域自給を目指します。

2 希望と活力あふれる小田原3 豊かな生活基盤のある小田原

4 市民が主役の小田原
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民
生
委
員
・
児
童
委
員

5
月
12
日
は

 「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

広
げ
よ
う  

地
域
に
根
ざ
し
た  

思
い
や
り

生
活
の
悩
み
、
子
育
て
や
介
護
の
不
安
、

近
所
の
人
の
心
配
事
な
ど
は
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
薄
れ
る
中
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

子
育
て
や
介
護
し
て
い
る
人
な
ど
の
相
談
を

受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
や
見
守
り
を

必
要
と
す
る
人
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
現
在
、
2
8
0
人
の
民
生
委
員
と

52
人
の
主
任
児
童
委
員
が
、
地
域
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
自
治
会
が
推
薦
し
、
市
・
県
の

審
査
を
経
て
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
3
年
の

任
期
で
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

新
玉
地
区
主
任
児
童
委
員

山
崎
由
起
子
さ
ん
　
長
谷
部
寛
子
さ
ん

酒
匂
12
区-

2
民
生
委
員

五
十
嵐
尚
美
さ
ん

 

福
祉
政
策
課
　
☎
33 - 

1
8
6
3

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
毎
月
約
20
人
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
を
中
心
に
訪
問
し
、
体
調
に
変
わ
り
な
い
か
、

困
っ
た
こ
と
は
な
い
か
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、

「
こ
う
い
う
制
度
が
あ
る
よ
」「
こ
こ
に
電
話
し

た
ら
い
い
よ
」と
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　
前
任
の
民
生
委
員
や
自
治
会
の
サ
ポ
ー
ト
、

見
守
り
活
動
を
し
て
い
る「
き
ず
な
チ
ー
ム
」や

近
所
に
住
む
人
か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
、
多
く

の
人
の
協
力
で
地
域
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　「
元
気
を
も
ら
え
る
」「
心
に
寄
り
添
っ
て
く

れ
る
」な
ど
、
あ
り
が
た
い
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
私
も
皆
さ
ん
の
優
し
い
言
葉
や
笑

顔
に
救
わ
れ
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。山崎由起子さん

親
子
の「
育
ち
」を
サ
ポ
ー
ト

出
会
い
の
数
だ
け
楽
し
み
が
増
え
る

五十嵐尚美さん



　小田原市では、第5次総合計画「おだわらTRYプラ
ン」が5年めに入っており、23年度からの6年を期間とす
る前期基本計画が来年度で終えることから、29年度よ
りスタートする後期基本計画の策定作業が今年度から
始まります。併せて、国の動きに応じ「地方版総合戦略」

（27年度から31年度までの5年計画）も急ぎ取りまとめ
を行う予定です。
　国が主導する各種経済成長戦略や、地方の発意を重
視して財源が充てられる「地方創生」の取り組みなどに
向け、各地方自治体では事業の組み立てが慌ただしく
行われていますが、その一方で私は、今こそ、これから
来る時代と社会の現実から目を逸

そ

らさず、腰を据えた政
策議論を行うべき局面であると認識をしています。
　国内では、人口減少、待ったなしの高齢化進行、生
産世代の減少、税収の減少、地域経済の劣化、子ど
もたちの生きる力の弱まり、地域を支える担い手の不
足・・・。地球規模で見れば、早晩難しい局面を迎え
ることになる食糧やエネルギー、自然環境・・・。
　このように社会の在り方が根本的に問われる状況の
中、小田原で今を生きる私たちは、どんな社会を目指す
のか。目先の活性化や賑

にぎ

わいづくり、世の流
は や り

行に乗った
取り組みといった「その場しのぎのもの・安上がりなも
の」ではなく、「ほんもの・恒久的なもの・普遍的なもの」
をしっかり見据え、制度づくりや地域づくり、市政運営に
当たらねばならないと、強く感じています。幸せとは何
か。豊かさとは何か。大切なものは何か。守るべきもの、
育てるべきものは何か。捨

しゃしょう

象すべきものは何か・・・。
未来に向けての課題が多いからこそ、こういったテーマ
と、そこに向き合っていく覚悟を、市職員だけでなく全
ての市民の皆さんとできる限り共有し、歓

よろこ

びも負担も分
かち合いながら前へ進むことが必要です。その姿がまさ
に、将来都市像「市民の力で未来を拓

ひら

く希望のまち」に
ほかなりません。
　恵まれた自然環境、元気な子どもたち、多彩ななりわ
い、活発な文化活動、絆

きずな

の強い地域コミュニティ・・・。
現総合計画で「未来への投資」と位置づけた、これらの
誇るべき「地域資源」をしっかりと守り育てることで、小
田原の未来は確かなものとなる。私は、そう確信してい
ます。今年度、その戦略づくりに、市民の皆さんとガッチ
リ取り組んでいきます。

「来る時代に向き合う覚悟」
小田原市長　加藤 憲一

広報　小田原　2015.5.111

見
守
り
、声
か
け
活
動

　「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
最
近
見
掛
け

な
い
」

　「
体
が
不
自
由
に
な
り
、
日
常
生
活
に
不
安

が
あ
る
」

　「
子
ど
も
の
泣
き
声
が
気
に
な
る
」

　
身
近
な
相
談
を
受
け
、
対
象
者
の
見
守
り

や
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

住
民
と
行
政
や
専
門
家
の
パ
イ
プ
役

　
市
に
は
、
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
機
関
や
制
度
、
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
悩
み
や
困
り
事
が
あ
る
人
の
相
談
に
乗

り
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
適
切
な
機
関

な
ど
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
や
子
ど
も
へ
の
支
援

　
各
地
域
に
は
、
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
を

専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
2
人

い
ま
す
。
主
に
、
子
育
て
の
悩
み
の
相
談
を

受
け
た
り
、
地
域
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
す
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

　
お
母
さ
ん
同
士
の「
憩
い
の
場
」「
交
流
の
場
」

を
作
り
た
い
と
、
昨
年
4
月
、
自
治
会
や
地
区

社
協
な
ど
の
協
力
を
得
て
、「
お
ひ
さ
ま
広
場
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
始
め
た
頃
は
、
ど
の
く
ら
い
参
加
し
て
く
れ

る
か
不
安
で
し
た
が
、
今
で
は
毎
回
20
組
前
後

の
親
子
が
参
加
。お
母
さ
ん
か
ら
は
、「
友
達
が

増
え
た
」「
楽
し
い
」「
心
強
い
」と
言
わ
れ
、
私
た

ち
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
絆き

ず
なが

深
ま
っ
た
こ
と

は
大
き
な
財
産
で
す
。

　
現
在
は
、
民
生
委
員
や
健
康
お
だ
わ
ら
普
及

員
に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

老
人
会
や
小
学
校
な
ど
と
も
連
携
し
、
新
玉
地

区
全
体
が
つ
な
が
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
よ
い
で
す
ね
。

長谷部寛子さん 山崎由起子さん

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
連
絡
先
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、福
祉
政
策
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お
だ
わ
ら

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
改
定

安
心
で
お
い
し
い
水
を
皆
さ
ん
へ

本
市
の
水
道
事
業
は
、「
お
だ
わ
ら
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」に

基
づ
き
運
営
し
て
い
ま
す
。

国
が「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」で
掲
げ
た
理
想
像

「
強

き
ょ
う
靭じ

ん」「
安
全
」「
持
続
」の
考
え
を
踏
ま
え
、

改
定
し
ま
し
た
。

基
本
理
念　

い
つ
ま
で
も
安
心
で
お
い
し
い
水
を

お
届
け
し
ま
す

	

災
害
に
強
い
水
道
を
目
指
し
て

　

水
道
は
、
人
々
の
生
活
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で
す
。地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
、

水
道
管
の
破
損
に
よ
る
断
水
な
ど
が
起
こ
っ
た
場
合
、市

民
生
活
や
都
市
活
動
に
大
き
な
支
障
を
来
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
老
朽
管
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
更

新
と
耐
震
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災

の
経
験
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
災
害
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
を
確
保
し
、
お

だ
わ
ら
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た「
強
靭
」「
安
全
」「
持
続
」

の
3
つ
の
視
点
を
柱
に
、
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
「
暮
ら
し
」を
ク
リ
ッ
ク
→「
上
・
下
水
道
」の

「
水
道
」

水
道
料
金
審
議
会
の
委
員
募
集

　

水
道
料
金
を
見
直
す
た
め
、
水
道
料
金
審
議
会
を
設

置
し
ま
す
。そ
の
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

 募集
人
数　      

若
干
名

  対象  �

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
20
歳
以
上
で
、
平
日

昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

  任期  �

7
月
～
平
成
28
年
3
月（
全
8
回
程
度
）

  謝礼  �

会
議
1
回
に
つ
き
1
0
0
0
0
円

 募集
期
間　      

5
月
1
日（
金
）～
6
月
1
日（
月
）

 応募
方
法　    

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
お
よ
び
小
論
文
を
書

き
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

※�

小
論
文
の
テ
ー
マ

　
「
今
後
の
水
道
事
業
に
期
待
す
る
こ
と
」

※�

応
募
用
紙
は
、
水
道
局
、行
政
情
報
セ
ン

タ
ー
、支
所
・
連
絡
所
、タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
、

窓
口
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
他
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
〒
2
5
0-

0
2
9
6　

高
田
4
0
1

　

水
道
局
営
業
課

F
A
X  

42-

8
5
5
9　

メ
ー
ル  suidou-shingikai@

city.
����������odaw

ara.kanagaw
a.jp

 選考
結
果　      

6
月
末
ま
で
に
応
募
者
全
員
に
通
知

 

　
営
業
課　

☎
41-

1
2
0
2

お
だ
わ
ら
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

計
画
期
間 

平
成
27
〜
36
年
度

 

工
務
課
　
☎
41 - 

1
2
2
2

水道の理想像と基本目標

強靭
〔強靭な水道〕

災害に強い水道
安定供給に
努める水道

持続
〔水道サービスの持続〕

基本目標基本目標

環境に優しい水道
健全経営を保つ
水道
人材と組織が
支える水道

〔安全な水道〕

安全で
おいしい水道

安全

基本目標

●
●

●

●

●

●
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皆
に
愛
さ
れ
る

心
地
よ
い
図
書
館
を
目
指
し
て

か
も
め
図
書
館
フ
レ
ン
ズ

「
水
」
を
大
切
に
す
る
暮
ら
し
を
提
案

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

あ
お
い
ほ
し

お
い
し
く
　
楽
し
く
　
健
康
に

小
田
原
市

食
生
活
改
善
推
進
団
体

現
場
で
感
じ
る
市
民
の
力

皆
さ
ん
の
活
動
現
場
に
お
伺
い
し
ま
す

市
長
の
現
場
訪
問

話
し
手
の
心
に
寄
り
添
っ
て

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ミ
ミ
の
会
」

市
民
団
体
の
活
動
の
現
場
に
お
伺
い
し
、意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
て
、活
動
す
る
皆
さ

ん
の
考
え
を
肌
で
感
じ
、今
後
の
市
政
に
生
か
す
「
市
長
の
現
場
訪
問
」
。

今
回
は
、平
成
26
年
7
月
～
27
年
2
月
の
訪
問
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

  

広
報
広
聴
課
　
☎
33 - 

1
2
6
3

　
「
合
成
洗
剤
で
は
な
く
せ
っ
け
ん
を
使
お
う
」

と
環
境
に
優
し
い
せ
っ
け
ん
を
使
い
、
命
の
源
で

あ
る「
水
」を
大
切
に
す
る
暮
ら
し
を
提
案
し
、

平
成
8
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
中
学
・
高
校
生
を「
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
し
て
受
け
入
れ
る「
廃
油
せ
っ
け
ん
づ
く
り
」

に
参
加
。
廃
油
か
ら
せ
っ
け
ん
を
作
る
こ
と
は
、

地
域
の
環
境
を
改
善
し
、
子
ど
も
の
環
境
に
対

す
る
意
識
向

上
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み

が
、
多
く
の

人
に
広
ま
る

こ
と
を
目
指

し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
永
年
、正
し
い
食
生
活
・
食
習
慣
の
普
及
や
、

地
場
産
の
魚
や
野
菜
を
使
っ
た
食
文
化
の
伝
承

な
ど
を
目
的
に
、
各
地
区
で「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」

と
呼
ば
れ
る
会
員
が
料
理
教
室
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
保
育
園
な
ど
で
実
施
し
て
い
る「
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
」に
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
を
か
た

ど
っ
た
手
作
り
エ
プ
ロ
ン
を
使
っ
た
説
明
は
、
食

べ
物
の
流
れ

や
腸
の
長
さ

を
園
児
に
楽

し
く
教
え
ま 

す
。健
康
への 

関
心
が
高
ま

る
中
、
活
動

の
幅
を
広
げ

な
が
ら
食
育

活
動
は
続
き

ま
す
。

　
施
設
入
所
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
話
を

丁
寧
に
聴
き
、
寂
し
さ
や
悩
み
を
受
け
止
め
る

こ
と
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
平
成
23
年
10

月
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
振
り
返
り
、
傾
聴
技
術
の
向
上
を

図
る「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」に
参
加
し
ま
し
た
。
事

例
の
発
表
や
再
現
を
し
な
が
ら
、「
こ
う
す
る
と

も
っ
と
よ
か
っ
た
」な
ど
、意
見
交
換
し
ま
す
。

　
「
話
を
聴

く
こ
と
で
、

私
た
ち
も
元

気
を
も
ら
っ 

て
い
ま
す
！
」

　
健
康
に
は
、

薬
だ
け
で
な

く
、
人
と
の

関
わ
り
が
大

切
で
す
。

7月31日
平成26年

2月25日
平成27年

2月9日
平成27年

7月16日
平成26年

　

人
と
人
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
、
親

し
み
や
す
い
図
書
館
を
目
指
し
、
平
成
16
年

に
発
足
。
本
の
配
列
や
装
備
修
理
、
児
童
図

書
コ
ー
ナ
ー
の
飾
り
付
け
、
館
外
の
美
化
活

動
、
映
画
の
上
映
な
ど
、5
グ
ル
ー
プ
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
風
物
を
折
り
紙
で
表
現
し
、
来
館

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
、「
児
童
図
書

コ
ー
ナ
ー
」

壁
面
の
模
様

替
え
に
参
加

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活

動
は
、
か
も

め
図
書
館
で

欠
か
せ
な
い

役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
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目指せ !  エコスクール !

おだわらっこ☆エコアワード
市内の小学校では、身近な環境を改善する活動に取り組んでいます。
市では、その活動を小学校版・地域環境認証事業「おだわらっこ☆エコアワード」として
認証することで、児童の励みとし、活動の輪が広がることを目指しています。

  環境政策課　☎33-1472

全
校
海
岸
清
掃

ご
み
を
減
ら
す

小
澤
　
隼は
や

翔と

さ
ん（
5
年
）

　
家
で
出
た
野
菜
く
ず
を
持
っ
て
き
て「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」で
肥

料
を
作
り
、
そ
の
肥
料
を
使
っ
て
全
校
で
パ
ン
ジ
ー
を
育
て
ま
し
た
。

み
ん
な
で
環
境
の
た
め
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

日
比
野
　
真ま

由ゆ

さ
ん（
5
年
）

　
一
人
一
人
が
ご
み
を
減
ら
そ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。私
の
ク
ラ
ス
で
は
、ポ
ス
タ
ー
や
ご
み
箱
を
作
り
、分
別
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

柏か
し
わ 瀬せ

　
咲さ

希き

さ
ん（
5
年
）

　「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」は
、野
菜
の
皮
な
ど
が
ご
み
に
な
ら
な
い

し
、
植
物
に
も
栄
養
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
地
球
に
優
し
い

と
思
い
ま
す
。家
で
も「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」を
利
用
し
て
い
ま
す
。

星
野
　
百も
も

花か

さ
ん（
5
年
）

　「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」を
や
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、少
し
ず
つ
努

力
す
る
こ
と
で
生
ご
み
が
減
り
、環
境
が
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
校
に
生
ご
み
を
持
っ
て
い
く
の
は
大
変
で
し
た
が
、
や
っ
て
い
る
う

ち
に
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

山
王
小
学
校
は
、
校
舎
か
ら
相
模
湾
を
一
望
で
き
ま
す
。
地
域
の
財
産

で
も
あ
る
海
を
守
る
活
動
は
、
地
域
へ
の
興
味
を
深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
か
ら
毎
年
、
自
治
会

な
ど
地
域
の
人
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
環
境

整
備
委
員
と
一
緒
に
、
全
校
海
岸

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
20
年
以

上
続
く
活
動
な
の
で
、
在
校
生
は

入
学
し
て
か
ら
毎
年
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
海
」か
ら
広
が
る
活
動

～
開
校
70
周
年
に
向
け
て
　

　
地
域
の
自
然
を
生
か
し
た
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
む
～

学
校

山
王
小

　

昨
年
度
、4
年
生
は
社
会
科
の
授
業
で
、
市
の
ご
み
の
状
況
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。6
月
に
は
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
で
、
ご
み
処
理
の
現
場
を
見

学
し
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
回
収
と
処
理
方
法
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
市
の
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
総
合
学
習
で
聞
き
、
身
近
な
環
境

問
題
に
つ
い
て
も
考
え
ま
し
た
。

　

学
習
全
体
を
通
じ
て
、
最
も
関
心
を
持
っ
た
の
は
、「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
」で
す
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
取
り
入
れ
、
家
か
ら
持
っ
て
き
た
生
ご
み
を
、

微
生
物
の
力
で
堆
肥
に
し
ま
し
た
。
土
に
混
ぜ
、
パ
ン
ジ
ー
の
苗
を
植
え
、

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」に
活
用
。
き
れ
い
に
咲
い
た
花
は
、
卒
業
式
の
会
場

に
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
学
習
を
き
っ
か
け
に
、「
ご
み
新
聞
」で
ク
ラ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
掲
載
し
た
り
、
紙
ご
み
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
す
る
分
別
ボ
ッ
ク
ス
を

作
る
な
ど
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
活
動
し
ま
し
た
。
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Ｑ
　
平
成
23
年
に
木
造
住
宅
を
新
築
し
た

が
、
平
成
27
年
度
分
の
家
屋
の
固
定

資
産
税
が
高
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
？

Ａ
　
新
築
の
住
宅
は
、
原
則
初
年
度
か
ら

3
年
間
に
限
り
、
床
面
積
の
1
2
0

平
方
メ
ー
ト
ル（
約
36
坪
）ま
で
の
固

定
資
産
税
が
2
分
の
1
に
減
額
さ
れ

ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
は
減
額
さ
れ
、

平
成
27
年
度
か
ら
本
来
の
税
額
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
認
定
長

期
優
良
住
宅
、3
階
建
て
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
、
原
則
5
年

間
減
額
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
　

2
月
に
土
地
と
家
屋
を
売
却
。
納
税 

通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
た
の
は
な
ぜ
？

Ａ
　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
の 

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の
途
中 

に
土
地
や
家
屋
を
売
却
し
て
も
、そ
の 

年
度
の
税
金
は
1
月
1
日
の
所
有
者

（
売
主
）に
全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。

             

　「
暮
ら
し
」を
ク
リ
ッ
ク
→「
税

金
」
の「
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
」
→

「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」の「
相
続
人
の
代
表
者

を
指
定
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
届
出
」

　
固
定
資
産
税
は
、
市
内
に
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
市
税
収
入
の
約
半
分
を
占
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
公
共
事
業
の
財

源
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
納
税
通
知
書
の
様
式
や

表
示
内
容
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の「
お
知
ら

せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
納
期
限
ま
で
に
、
市
役
所
や
指
定
の
金

融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、

納
付
書
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
口

座
振
替
に
よ
り
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※ 

税
額
が

３０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、コ
ン 

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

口
座
振
替
用
と
共
有
者
用
の
納
税
通
知

書
に
は
、
納
付
書
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※ 

固
定
資
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き

は
、
相
続
登
記（
名
義
の
変
更
）が
完
了

す
る
ま
で
、
市
税
の
納
付
や
還
付
に
関

す
る
書
類
を
受
け
取
る
代
表
者
の
指
定

が
必
要
な
た
め
、「
相
続
人
代
表
者
指
定

届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
届
は
、
資
産
税
課
窓
口
に
あ
る
他
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
な
ど
の 

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

  
資
産
税
課 

　
☎
33 - 

1
3
6
1

納
付
方
法

よ
く
あ
る
質
問

 利用
方
法　      

各
保
育
室
へ
電
話
で

※ 

定
員
に
限
り
が
あ
る
の
で
、事 

前
に
空
き
状
況
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

 利用
期
間　      

連
続
7
日
間
ま
で

病
児
保
育
室

医
療
法
人
横
田
小
児
科
医
院　

病
児
保
育
室
「
Ｊジ

ャ

ン

ボ

Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
！
」

北
ノ
窪
5
1
4-

1

  電話  

34-

6
0
0
0
　

F
A
X  

34-

1
1
1
5

  定員  

6
人

病
後
児
保
育
室

宗
教
法
人
城
前
寺　

城
前
寺
保
育
園

病
後
児
保
育
室「
ら
っ
こ
組
」

曽
我
光
海
20-

1（
2
階
）

             

電
話
・
F
A
X   

42-

6
3
5
4

  定員  

4
人

社
会
福
祉
法
人
宝
安
寺
社
会
事
業
部　

病
後
児
保
育
室　

「
ほ
う
あ
ん
り
す
の
も
り
」

浜
町
1-

3-

8

  電話  

0
8
0-

4
3
7
1-

1
9
0
0

F
A
X  

22-

3
5
2
4

  定員  

4
人

  

保
育
課
　
☎
33 - 

1
4
5
1

　
子
ど
も
が
病
気
中
や
病
気
の
回
復
期
の

た
め
、
保
育
所
な
ど
に
通
園
で
き
な
い
場

合
は
、
病
児
保
育
室
、
病
後
児
保
育
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
専
用
ス
ペ
ー
ス
で
保

育
を
行
い
、
専
任
看
護
師
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
医
療
機
関
と
も
連
携
し
て
い
る
の

で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

 開所
時
間　     

午
前
7
時

３０
分
～
午
後
5
時 

３０
分

 利用
料
金　      

1
人
1
日
　

2
0
0
0
円

　
　
　
　
※ 

病
後
児
は
希
望
の
場
合
、
別 

途
2
0
0
円
で
給
食
を
提

供
。
病
児
は
弁
当
持
参
。

 利用
条
件　      

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

① 

就
学
前
児
童
で
、
市
内
在
住

ま
た
は
市
内
保
育
所
利
用
者

② 

家
庭
で
保
育
で
き
な
い
理
由

が
あ
る

③
事
前
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る

【
病
児
保
育
室
を
利
用
す
る
場
合
】

④ 

病
気
中
で
、
集
団
保
育
が
困

難（
医
師
の
診
療
情
報
提
供

書
を
提
出
）

【
病
後
児
保
育
室
を
利
用
す
る

場
合
】

⑤ 

病
気
回
復
期
だ
が
、
集
団
保

育
が
困
難（
医
師
の
診
療
情

報
提
供
書
を
提
出
）

病
児
・
病
後
児
保
育
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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　「
市
民
提
案
型
協
働
事
業
」
は
、
市
民
活

動
団
体
が
事
業
を
提
案
し
、
行
政
と
協
働

で
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
や
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、「
小
田
原
駅
か
ら
の
観

光
ガ
イ
ド
」
や「
外
国
出
身
者
へ
の
日
本
語

指
導
」な
ど
の
6
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
実
施
す
る「
市
民
提
案

型
協
働
事
業
」
を
募
集
し
ま
す
。
申
請
書

を
提
出
後
、
市
と
の
意
見
交
換
を
経
て
、

第
1
次
審
査（
書
類
審
査
）と
第
2
次
審
査

（
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）で
事
業
を

決
定
し
ま
す
。

 募集
期
間　     

6
月

１９
日（
金
）ま
で

 申請
方
法　       

公
共
施
設
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る「
応
募
の
手
引
き
」を
参

照
。

                 

「
暮
ら
し
」を
ク
リ
ッ
ク
→「
市

民
活
動
・
地
域
運
営
」
の「
市
民
活
動
」
→

「
市
民
提
案
型
協
働
事
業
の
募
集
」

平
成
28
年
度
　

市
民
提
案
型
協
働

事
業
を
募
集

提
案
募
集

  

地
域
政
策
課
　
☎
33 - 
1
4
5
8

1
〜
3
共
通

 

募
集
締
切 

5
月
14
日（
木
） 

募
集
要
項
・
申
込
書  

文
化
政
策
課
、
公
共

施
設
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。 

              

「
暮
ら
し
」
を
ク
リ
ッ
ク
→

「
文
化
／
生
涯
学
習
」
の
「
交
流
事
業
」

5
月
は
、
消
費
者
月
間

暮
ら
し
に
役
立
つ「
小
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

■
く
ら
し
の
講
座

  日時  

5
月
28
日（
木
）午
後
2
時
～
4
時

  場所  

け
や
き
3
階
視
聴
覚
室

  内容  

あ
な
た
の
子
ど
も
は
大
丈
夫
で
す

　
　

か
？
最
近
の
ス
マ
ホ
と
イ
ン
タ
ー

　
　
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

  講師  

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム　

葊
瀬
由
美
さ
ん

  申込  

地
域
安
全
課
に
電
話
で

　
小
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
小

田
原
市
・
箱
根
町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
が
、
消
費
生

活
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
窓
口
で
す
。

■
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受
け
ま
す

　
悪
質
商
法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
す
る
と

き
は
、「
①
契
約
し
た
の
は
い
つ
か
」「
②
何

を
契
約
し
た
か
」「
③
い
く
ら
だ
っ
た
か
」「
④

ど
こ
か
ら
買
っ
た
か
」「
⑤
契
約
の
き
っ
か 

け
は
何
か
」な
ど
を
整
理
し
て
お
く
と
、
相

談
し
や
す
い
で
す
。

 相談
日
時　      

月
～
金
曜
日（
年
末
年
始
、
祝

日
お
よ
び
休
日
を
除
く
）

午
前
9
時

３０
分
～
正
午
、

午
後
1
～
4
時

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル    

☎
33-

1
7
7
7

■
消
費
生
活
出
前
講
座

　
悪
質
商
法
の
被
害
を
防
ぐ
情
報
な
ど
、

消
費
生
活
の
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

出
前
講
座
を
希
望
す
る
日
の
2
週
間
前
ま

で
に
、
地
域
安
全
課
に
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

  

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

1
7
7
5

消
費
者
月
間
事
業

③
夫
婦
と
も
に
健
康
保
険
に
加
入

し
、
夫
婦
の
前
年
所
得
の
合
計

が
7
3
0
万
円
未
満
で
、
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い

 助成
対
象　       

不
育
症
の
治
療
を
受
け
た
後
、

妊
娠
開
始
日
か
ら
医
療
機
関
で 

行
っ
た
治
療
に
か
か
る
保
険
外

の
治
療
費
と
検
査
費（
治
療
に

直
接
関
係
の
な
い
経
費
は
対
象

外
）

 助成
金
額　      

治
療
に
か
か
っ
た
保
険
外
の
治

療
費
と
検
査
費
の
半
額
。1
年

度
当
た
り
30
万
円
を
上
限
に
、

初
回
申
請
年
度
か
ら
通
算
5
年

度
ま
で

 申請
期
間　      

1
治
療
期
間
が
終
了
し
た
翌
日

か
ら
6
か
月
後
の
末
日
ま
で

 申請
方
法　        

詳
し
く
は
健
康
づ
く
り
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

1
治
療
期
間
と
は
、
そ
の
妊
娠
に
か
か

る
不
育
症
治
療
開
始
日
か
ら
妊
娠
の
終

了（
出
産
の
他
、
死
産
・
流
産
な
ど
を
含

む
）ま
で
の
期
間
。
１
回
の
治
療
が
２
年

以
上
に
わ
た
る
場
合
は
、
そ
の
治
療
が

終
了
し
て
か
ら
申
請
す
る
。

　　
妊
娠
を
し
て
も
、
流
産
や
死
産
な
ど
を

繰
り
返
し
、
子
ど
も
を
持
て
な
い
こ
と
を

不ふ

育い
く

症し
ょ
うと

呼
び
ま
す
。

　
不
育
症
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

 助成
開
始　        

5
月
1
日
か
ら

  

・
対
象
者       

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

婦
で
、
治
療
日
お
よ
び
申
請
日

に
市
民
で
あ
る

②
医
療
機
関
で
不
育
症
と
診
断
さ

れ
、
治
療
を
受
け
た

不
育
症
で
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
が
難
し
い
ご
夫
婦
へ

不
育
症
治
療
費
の
一
部
を
助
成

  

健
康
づ
く
り
課
　
☎
47 - 

0
8
2
0
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 海外
交
流　     

7
月

２９
日（
水
）～
8
月

１０
日

（
月
）

             

参
加
者
負
担
金  

１４
万
5
千
円

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
通
訳
な

ど
で
協
力
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
海
外
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
・
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
と
の「
海

外
姉
妹
都
市
青
年
交
流
事
業
」
と
、
友
好

都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
マ
ン
リ
ー

市
と
の「
と
き
め
き
国
際
学
校
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
事
業
も
、
相
手
都
市

の
参
加
者
と
ペ
ア
を
組
み
、
お
互
い
の
家

で
約
1
か
月
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。

　  対象  

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
ま
た
は
市

内
高
等
学
校
卒
の

１８
～

２８
歳
の
人

（
昭
和

６２
年
4
月
2
日
～
平
成
9
年

4
月
1
日
生
ま
れ
）

 募集
人
数　     

4
人

  

・
説
明
会  

5
月
2
日（
土
）　
午
前

１０
時
～

　
　
　
正
午
　
場
所
・
お
だ
わ
ら
国
際
交
　

　
　
　
流
ラ
ウ
ン
ジ（
希
望
者
の
み
）

 国内
交
流　     

7
月

３１
日（
金
）～
8
月

１１
日

（
火
）

 海外
交
流　     

8
月

１１
日（
火
）～

２４
日（
月
）

             

参
加
者
負
担
金  

１２
万
円

  対象  

市
内
在
住
の
中
学
1
～
高
校
3
年
生

 募集
人
数　     

２５
人

 国内
交
流　     

7
月
3
日（
金
）～

１２
日（
日
）

平
成
27
年
度
参
加
者
募
集

青
少
年
向
け
国
際
交
流
事
業

2 

と
き
め
き
国
際
学
校

  

文
化
政
策
課
　
☎
33 - 

1
7
0
3
 

１ 

海
外
姉
妹
都
市

　 

青
年
交
流
事
業

3 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

    

市
民
ス
タ
ッ
フ

1
〜
3
共
通

 
募
集
締
切 

5
月
14
日（
木
） 

募
集
要
項
・
申
込
書  

文
化
政
策
課
、
公
共

施
設
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。 

              

「
暮
ら
し
」
を
ク
リ
ッ
ク
→

「
文
化
／
生
涯
学
習
」
の
「
交
流
事
業
」

  場所  

マ
ロ
ニ
エ
2
階 

集
会
室
2
0
2

  定員  

市
内
在
住
の
個
人
・
事
業
者
合
わ
せ

て
50
世
帯
・
社（
申
し
込
み
先
着
順
）

※ 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
設
置
後
に
、

結
果
報
告
書
と
写
真
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

  申込  

5
月
7
日（
木
）か
ら
、
環
境
政
策
課

に
電
話
で

  共催  

神
奈
川
県
西
部
広
域
行
政
協
議
会
・

環
境
部
会

※ 

講
習
会
終
了
後
に
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗（
1
世

帯
・
社
4
株
ず
つ
）と「
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
の
育
て
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
配
布

し
ま
す
。

※ 

ゴ
ー
ヤ
の
苗
は
、
Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
挑
戦
！

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
育
て
方
講
習
会

ゴ
ー
ヤ
の
苗
の
無
料
配
布

　
市
で
は
、
夏
の
節
電
対
策
と
し
て
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
た
こ
と

が
な
い
人
、
今
年
も
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る
人
・
・
・

　
個
人
、
事
業
者
を
対
象
に
、「
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
育
て
方
講
習
会
」
を
開
催
。

参
加
者
に
は
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
無
料
配
布

し
ま
す
。

　
取
り
組
み
や
す
い
節
電
対
策
で
あ
る

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
、
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

  日時  

5
月
16
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
　
※
受
け
付
け
は
、
午
前
9
時
45
分
～

  

環
境
政
策
課
　
☎
33 - 

1
4
7
2
 

昨年度のグリーンカーテンのようす



18

で
し
た
。
急
患
が
出
れ
ば
、
早
朝
だ
ろ
う
が

夜
中
だ
ろ
う
が
、
趣
味
だ
っ
た
魚
釣
り
の
最

中
だ
ろ
う
が
診
療
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
島

の
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
、『
先
生
』と
呼
ぶ
人

は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
そ
ん
な

叔
父
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
か
っ
た
。
そ
の
気
持
ち
だ
け
だ
っ
た
の
で
、

受
賞
に
は
驚
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
文
章
を
書
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、
着
な
く

な
っ
た
着
物
で
洋
服
を
作
っ
た
り
、
健
康
の

た
め
に
体
操
教
室
に
通
っ
た
り
、
多
彩
な
趣

味
を
持
つ
伊
藤
さ
ん
。

　「
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
文
章
を
書
い

て
い
き
た
い
。
今
、
一
番
興
味
が
あ
る
の
は

中
国
語
。
勉
強
中
で
す
」

　
意
欲
的
で
、
行
動
力
に
あ
ふ
れ
る
姿
は
、

生
き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
よ
り
よ
い
医
療
環
境
を
作
る
こ
と
を
目
的

に
、
医
療
や
介
護
の
体
験
記
を
広
く
募
集

す
る「
第
33
回『
心
に
残
る
医
療
』体
験
記
コ

ン
ク
ー
ル
」で
、
国
府
津
在
住
の
伊
藤
千
晶

さ
ん
が
、「
読
売
新
聞
社
賞
」を
受
賞
し
ま
し

た
。

　「
い
つ
か
、
叔
父
の
姿
を
文
章
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
」

　
伊
藤
さ
ん
が
中
学
3
年
生
ま
で
住
ん
で

い
た
大
分
県
津つ

久く

見み

市
の
保ほ

戸と

島じ
ま

は
、
周

囲
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
小
さ
な
島
。

そ
こ
で
医
師
を
し
て
い
た
叔
父
と
の
思
い
出

を
、
体
験
記
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　「
叔
父
は
50
年
以
上
、
島
で
唯
一
の
医
師受賞記念の盾

写真はイメージです

伊藤千
ち

晶
あ き

さん

主催・問  文化政策課　☎33-1706
日  時  5月4日（祝）午前11時～午後4時
内  容   ・端

は

材
ざい

を使った工作コーナー
・あそびはがき工作コーナー
・ワイヤーアートと作家による実演と即売コーナー

参加費  500円～　 申  込  当日受け付け

主催・問  Flower Salon little jades
☎070-6551-1724（廣澤）

日  時  5月10日（日）午前10時～午後6時
内  容   せっけんの香りのする樹脂素材の花でアレンジメン

　　　 ト体験
定  員   10人程度　 参加費  1,000円　
申  込  5月5日（祝）までに、電話またはメール

　　　 （little-jades0405@will.com）で。

フラワー サロン リトル ジェイツ

主催・問  JAかながわ西湘 農産物直売所 朝ドレファ～ミ♪
☎23-3100

日  時  5月9日（土）・10日（日）午前10時～午後５時
内  容   ・鉢植カーネーションの販売

・フラワーアレンジメントの販売
・プリザーブドフラワーの販売

主催・問  ハルネ小田原街かど案内所　☎23-1150
日  時  5月23日（土）午前10時～午後1時
内  容   新鮮な地場産品などの販売

小田原春の観光キャンペーン　開催中～5月７日（木）
小田原北條五代祭り　　　　　開催中～5月７日（木）
これが、小田原ブックです。　　5月8日（金）～6月4日（木）

「みて・あそんで・つくる展」
出張工作教室
つくってあそぼう！

フラワーデザイナーによる
母の日アレンジ

生産者による
カーネーション対面販売

ハルネ小田原駅直朝市

ハルネギャラリーの展示予定

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

あふれる 魅力 ハルネ情報 5月

「
心
に
残
る
医
療
」

体
験
記
コ
ン
ク
ー
ル
で

受
賞

叔 父 と の
貴重な体験を
皆に伝えたい

〈新連載〉
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下
菊
川
で
は
、4
月
末
〜
5
月
上
旬
に
、1
0
0
匹
以
上
の
こ
い
の

ぼ
り
が
空
を
泳
ぎ
ま
す
。こ
い
の
ぼ
り
は
、地
域
の
人
な
ど
か
ら
の
寄

附
で
集
め
た
も
の
。今
年
で
5
年
め
を
迎
え
た
こ
の
取
り
組
み
は
、第

一
長
寿
会
が
中
心
と
な
り
、南
鴨
宮
4
区
自
治
会
や
鴨
宮
南
部
商
工
振

興
会
と
協
力
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

1
月
の
道
祖
神
山
車
曳ひ

き
や
4
月
の
神し

ん

明め
い

神
社
例

大
祭
、8
月
の
夏
祭
り
、
秋
の
地
区
民
体
育
祭
な
ど

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
地
域
住
民
に
よ
る
美
化
活
動

が
盛
ん
で
、
公
園
で
は
長
寿
会
が
中
心
と
な
り
、
清

掃
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
整
備
を
し
た
り
、
手
作
り
の
落

ち
葉
入
れ
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
年
4
回
行
わ

れ
る
富
士
見
地
区
自
治
会
連
合
会
主
催
の「
街
頭
ポ

イ
捨
て
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
は
、
毎
回
50
人
以

上
が
参
加
し
、鴨
宮
駅
南
口
か
ら
小
田
原
大
橋
ま
で
、

ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
街
が
き
れ
い
に
な
る

こ
と
で
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
住
民
同
士
の
結
び
つ

き
を
深
め
て
い
ま
す
。

〈新連載〉

み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

富
士
見
地
区

下
菊
川
の
こ
い
の
ぼ
り

恒
例
行
事
と
日
頃
の
活
動

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢

　
こ
い
の
ぼ
り
を
飾
り
始
め
た
の
は
、「
家
に

こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
が
、
散
歩
す
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が
増
え
、
地

区
外
の
人
も
見
に
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、やって
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
初

め
の
頃
は
、こ
い
の
ぼ
り
を
つ
け
る
ロ
ー
プ

を
川
に
渡
す
の
も
一
苦
労
で
し
た
が
、
今
で

は
、
対
岸
に
ロ
ー
プ
を
投
げ
て
渡
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
昨
年
よ
り
50

メ
ー
ト
ル
長
い
範
囲
で
、こ
い
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
ま
す
。い
つ
か
酒
匂
川
で

も
や
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
って
い
ま
す
。

井藤英一さん

発
起
人

第
一
長
寿
会
前
会
長 1

富
士
見
地
区
は
、
J
R
東
海
道
本
線
鴨
宮
駅
の
南
側
に
位
置
し
、

西
は
酒
匂
川
、
東
は
下
菊
川
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
内
に
は
、
新し

ん

田で
ん

公
園
な
ど
の
大
き
な
公
園
が
3
か
所
、か
も
め
図
書
館
、

下
水
道
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
か
る
が
も
な
ど
が
あ
り
、
恵
ま
れ
た
住
環
境
で
す
。
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市
で
は
、人
と
し
て
の
優
し
さ
や
愛
情
、

真
心
な
ど
の
「
温
か
い
心
」、
思
い
や
り

や
寛
容
さ
を
持
つ
「
広
い
心
」、
困
難
を

乗
り
越
え
、
何
事
に
も
挑
戦
す
る
「
燃
え

る
心
」
を
３
つ
の
心
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
学
習
に
取

り
組
み
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く
「
学
ぶ

力
」、
学
ぶ
力
を
基
に
、
自
由
に
発
想
し

実
生
活
で
活
用
・
探
求
し
て
い
く
「
創
る

力
」、さ
ら
に
、そ
れ
ら
の
力
を
土
台
に
し
、

自
分
の
周
り
の
人
や
環
境
な
ど
に
興
味
を

持
ち
、
理
解
し
て
共
生
し
て
い
こ
う
と
す

る
「
関
わ
る
力
」
を
３
つ
の
力
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
3
つ
の
心
と
3
つ
の
力
を
持
っ

た
「
未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」

を
目
指
す
子
ど
も
の
姿
と
し
て
、
市
立
中

学
校
11
校
全
て
に
お
い
て
、
各
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
、
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
学
校

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
城
北
中
学
校
で
は
、地
域
の
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
が
取
り
組
む
美
化
活
動「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」に
、多
く
の
生
徒
が
自
主
的

に
参
加
し
、地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、酒
匂
中
学
校
生
徒
会
で
は
、「
い

じ
め
撲
滅
運
動
」へ
の
参
加
を
市
内
中
学
校

に
呼
び
か
け
、白
鷗
中
学
校
な
ど
と
連
携
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、千
代
中
学

校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、神
奈
川
県
新
人
大
会
で

優
れ
た
成
績
を
収
め
る
な
ど
、学
校
ご
と
に

目
指
す
子
ど
も
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な「
お
だ
わ
ら
っ
子
」の
活
躍
を
、来

月
号
か
ら
中
学
校
ご
と
に
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ひ
ら

「
３
つ
の
心
」
と

「
３
つ
の
力
」
を
持
っ
た

「
未
来
を
拓
く

た
く
ま
し
い
子
ど
も
」

地域の特色を生かし、
さまざまな活動に取り組む小田原の中学校。
そんな各中学校の「いいね！」を紹介します。

１

目
指
す
子
ど
も
の
姿

my
連新

載
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